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●マナーブック作成の経緯について

令和６年４月１日に改正障害者差別解消法が施行され、私立大学を含む全ての事業者において、「合理的配慮の提供」

が「法的義務」になりました。

本学では、改正障害者差別解消法に先駆けて平成 年に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する京都産業大

学教職員対応ガイドライン」を制定し、教育・研究の場で障害者差別解消に取り組んでいます。その取り組みのひとつとし

て、本マナーブックを作成しています。

● マナーブックの概要について

本マナーブックは、車椅子ユーザーの学生が本学で安全かつ円滑に学生生活を送れるよう、本学教職員による“心のバ

リアフリー １化”を目指すためのものです。一人ひとりのちょっとした優しい思いやりが、障害のある学生にとっての安

心安全で心豊かな学生生活に繋がります。次スライド以降は、車椅子ユーザーたちの困りごとの一部を取り上げて紹介し

ています。掲載写真等は、実際に生じた事柄を職員の協力のもと再現しています。本学の心のバリアフリー化の浸透に向

けて、本マナーブックをご活用いただきましたら幸いです。

１：心のバリアフリーとは、様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケーションをとり、支え

合うことと定義されています。

（参照元）「ユニバーサルデザイン 行動計画」より
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●肢体不自由

四肢や体幹に何らかの姿勢や運動の障害・欠損等があり、そのため日常生活に不自由の続いている状態を言います。

四肢とは上肢（手・腕）と下肢（足・脚）を指し、また体幹とは胴体を意味します。

肢体不自由のある学生は、手や足がない、動かせないなどだけでなく、動いても自分の意図とは違った動きになったり、

あるいは少し動かせるが肩から上には上がらないなど、大変多様な困難を来します。肢体不自由は一見して分かる障害

（ビジブルな障害）と言われますが、しかし実際には見ただけでその人の不自由さや困難は分かりません。障害の状態に

ついて他者が安易に判断するよりも、どのような支援が必要かを聞くほうが、より適切な支援につながることが多いと

言えます。

（参照元）独立行政法人日本学生支援機構「合理的配慮ハンドブック」より
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① 移動では…

車椅子ユーザーの導線手段（身体障害者等用駐車区画・エレベーターなど）以外を優先して

移動する。

② 教室では…

車椅子優先机をゆずる、移動するスペースの確保や移動式机の調整を手伝う。

③ 授業時では…

段差のある教壇で発表を行わない、車椅子優先机から見やすい板書をする。

④ 施設・設備では…

アクセスや利用しづらい・できない場所や環境を設定しない。

⑤ 声掛け時では…

「何かお手伝いできることはありますか？」などの声掛けをする。
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【マナーのポイント】
一人ひとりのちょっとした思いやりが京都産業大学の心のバリアフリー化に繋がります。



•身体障害者等用駐車区画に駐車していませんか？
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●事例① 身体障害者等用駐車区画

壁に「優先駐車場」
表示あり

地面に
「車椅子マーク」あり

【困りごとのポイント】

障害学生の中には、自家用車で大学に通学している者が

います。学内手続きを経て、移動のしやすさや乗り降りの

しやすいスペース等を考慮し、指定の身体障害者等駐車

区画へ駐車しています。指定の駐車場に別の車が駐車し

ている場合、学生は関係所属へ連絡の上、別の駐車場を

探すことになり、場合によっては、授業に遅れることがあ

ります。

【配慮のポイント】

駐車場へ駐車する場合は、一時的であっても身体障害者

等用駐車区画を避けた駐車の配慮を要します。この配慮

により、障害学生は安全に駐車できるようになり、授業に

遅刻することなく参加できます。

雨除けの
カーポートあり



• エレベーター以外を優先した移動をしていますか？
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●事例② エレベーターが混雑している場面の困る例と推奨例

【困る例】満員で車椅子ユーザーが
乗れるスペースなし

【困りごとのポイント】

車椅子ユーザーは主に段差のないフラットな道やエレ

ベーター等を利用しながら移動します。本学は敷地内

が広く高低差のあるキャンパスであるため、移動可能

なルートに限りがあり、移動時間もかかります。例えば、

悪天候で授業の休み時間に別の建物へ移動する場合、

階段や段差、傾斜のあるルートを避けることに加えて

車椅子のタイヤのスリップを避けるため、なるべく屋根

のある屋内を利用しながらの移動になります。その際

にエレベーターが混雑していれば、乗れるまで待つこと

になり、場合によっては、授業に遅れることがあります。

【配慮のポイント】

エレベーターを利用する際にエレベーターを待つ車椅

子ユーザーを見掛けたら、優先的にゆずる配慮を要し

ます。この配慮により安全に移動できるようになり、遅

刻することなく授業に参加できます。

車椅子ユーザーの
存在に気づかない

エレベーター待ちの列
で混雑している

【推奨例】エレベーター内から出て、
車椅子ユーザーにゆずる



•車椅子優先机に着席していませんか？
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●事例③ 本学教室の車椅子優先机

【困りごとのポイント】

本学の教室には、車椅子優先机が設置されており、車

椅子マークを貼っています。なお、優先机の数には限り

があります。また、優先机にも椅子が設置されているた

め、車椅子ユーザー以外の人が着席した場合、車椅子

ユーザーは着席できる席がなくなり、授業に参加する

ことができません。

【配慮のポイント】

教室内で車椅子ユーザーを見掛けた場合は、車椅子

マークのある優先机をゆずる配慮を要します。この配

慮により、安心して授業に参加できます。

設置されている椅子
または、車椅子で着席

「車椅子マーク」
貼付あり



•移動式机を調整する場面はありませんか？
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●事例④ 移動式机がある教室での場面

【困りごとのポイント】

本学には、移動式机が設置されている教室があります。

グループワークなどで各自で机を調整する必要がある

場合、車椅子ユーザーは机を移動させながら調整する

ことが難しいです。また、車椅子で移動するスペースの

関係から、教室によっては、通路を通過できないことが

あります。

【配慮のポイント】

教室内で車椅子ユーザーを見掛けた場合は、通路を移

動できるスペースの確保や机の調整を手伝う配慮を要

します。その際は、「お手伝いしましょうか？」と声掛け

をお願いします。この配慮により、安心して授業に参加

できます。

通路の幅が狭い場合、
車椅子ユーザーは
通過できない

教室の端は
移動のスペースが
取りやすい

机の調整が難しい



•段差のある教壇で発表を行っていませんか？
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●事例⑤ 段差のある教壇場面の困る例と推奨例

【困りごとのポイント】

本学には、教壇に段差のある教室があります。段差の

ある教壇で発表を行う場合、車椅子ユーザーは自力で

教壇に上がることができません。

【配慮のポイント】

教壇で発表を行う場合は、段差の有無を確認し、段差

がある場合は、教室を変更する或いは可動式のスロー

プ※を使用する、数人で車椅子ユーザーを抱えて教壇

に上がる、授業参加者全員が教壇に上がらない方法を

取るなどの配慮を要します。この配慮により、授業参加

者と同じ状況下で発表ができます。

※可動式スロープの利用を希望される際には、事前に障害

学生教育支援センターまでご連絡ください。

【困る例】段差が障壁で
教壇に上がれない

【推奨例】可動式スロープの設置により、
皆と同じように教壇に上がれる



•見やすい板書環境になっていますか？
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●事例⑥ 車椅子優先机から見る黒板と教室中央机から見る黒板の様子

【困りごとのポイント】

教室には、車椅子優先机があり、場所は固定です。優先

机が最前列端の場合、黒板が反射したり、角度の関係

から反対側端の板書が見えない場合があります。また、

最後列の優先机の場合、黒板が遠いため、板書が小さ

くなり、見えないことがあります。

【配慮のポイント】

車椅子ユーザーが授業に参加している場合、優先机の

座席位置が最前列であれば、なるべく黒板端の板書は

避ける配慮を要します。また、最後列の優先机の場合は

大きく板書する配慮を要します。この配慮により、安心

して授業に参加できます。

逆サイドの黒板
全く見えない

車椅子優先机（最前列）
から見る光景

教室中央の
机から見る光景



• アクセスしづらい・できない場所の設定をしていませんか？
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●事例⑦ 階段昇降機

６号館（４階建て）は、
階段のみでエレベーターなし

【困りごとのポイント】

本学には、車椅子ユーザーがアクセスしづらい・できな

い施設・設備があります。例えば、６号館２階および３階

へのアクセスは階段昇降機での移動になります。使用

の際は障害学生教育支援センターへの事前連絡が必要

かつ教職員等の協力が必須となり、移動に時間がかか

ります。また、２階および３階には車椅子ユーザーが利

用できるだれでもトイレ※が設置されていないため、階

段昇降機で別の階に移動しなければなりません。

【配慮のポイント】

６号館２階および３階の教室を授業等で使用する場合、

参加者に車椅子ユーザーがいれば、教室変更の配慮を

検討してください。この配慮により、移動に時間がかか

らず、安心して授業に参加できます。

※本学にはだれでも利用可能な「だれでもトイレ」が設置されて

います。

階段昇降機で
６号館３階、２階へ

移動する



•高さを考慮した環境になっていますか？
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●事例⑨ 高さのあるカウンターを利用する場面の困る例と推奨例

窓口内から見る光景 【困りごとのポイント】

本学には、高さのある設備※があります。例えば、窓口

が高い場合、車椅子ユーザーは、窓口内の様子が見え

ないため、来室の声掛けが難しく、窓口内の人に気づい

てもらえません。

【配慮のポイント】

高さのある窓口であれば、低いサブカウンターを設け

る、呼び鈴を設置する等の配慮を要します。この配慮に

より、安心して窓口等を利用できます。

※高さのある設備の例：

事務室窓口、食堂注文カウンター、コピー機など
【推奨例】呼び鈴で
来室を知らせる

【困る例】窓口外から
見る光景



車椅子を押す際、車椅子の前輪が段差や窪みに少しでも引っかかると、ゆっくり押しているつもりでも体は勢いで前

に押し出されます。障害の程度により、体の動きは様々で、自分の意志で自由に動かせない人もいます。車椅子の前輪

が引っかからないよう周囲の障害物等に留意しながら押してください。

これまで紹介してきた事例は、学内を例に挙げていますが、車椅子ユーザーは、学外でも困りごとが多くあります。

例えば、歩道と横断歩道の間にある段差や傾斜、踏切、砂利や砂地のような場所は、タイヤが引っかかる或いは空回り

して動けなくなる危険があります。このような危険になり得る場所等で車椅子ユーザーを見掛けたら、 「何かお手伝い

できることはありますか？」など声掛けがあれば助かります。

これらのことを、学内外問わず、ふとした時に意識いただきましたら幸いです。また、そのような場面に気付かれた

場合は働きかけていただけるとなお嬉しいです。

最後に、本学は車椅子ユーザーにとって立地面から危険になりうる場所が多くあります。障壁があっても本学に魅力

を感じ学ぶ学生がいます。皆さんのちょっとした優しい思いやりが、障害のある学生の心豊かな学生生活に繋がります。

本学の“心のバリアフリー化”の浸透に向けて、本マナーブックをご活用いただきましたら幸いです。 14



① 首相官邸ホームページ：ユニバーサルデザインの推進について

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tokyo2020_suishin_honbu/udsuisin/index.html

② JASSO：合理的配慮ハンドブック

https://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/shogai_infomation/handbook/index.html

https://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/shogai_infomation/handbook/08/05.html

③ 京都市：心のバリアフリーハンドブック

https://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000164199.html
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